
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一側面に固定カムが設けられた固定体と、この固定体に対し開閉方向へ回転可能に配置さ
れると共に、可動ばねに付勢され一側面に設けた可動カムが上記固定カムへ弾接する可動
体と、一側面に解除カムが設けられ軸線方向へ移動可能に配置された解除体と、上記可動
体に所定角度回転可能に配置されると共に、反転ばねに付勢され一側面に設けた反転カム
が上記固定カムへ弾接する反転体からなり、上記可動カムと上記反転カムが上記固定カム
の所定位置に弾接することにより、上記固定体に対して上記可動体を開状態では開方向へ
、閉状態では閉方向へ付勢させると共に、上記可動体が閉状態において、上記解除体の軸
線方向への移動によって上記解除カムが上記反転体の反転カムを押圧し、可動体を閉方向
から開方向に付勢させる開閉装置。
【請求項２】
固定体に複数の固定カムを設け、閉状態において、傾斜の緩やかな固定カムに可動カムを
、傾斜の急な固定カムに反転カムを弾接させた請求項１記載の開閉装置。
【請求項３】
閉状態から開状態への移行時に、反転体を可動体に当接させた請求項１記載の開閉装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話や小型パーソナルコンピュータ等の、各種電子機器に使用される開閉
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装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯電話や小型パーソナルコンピュータ等の電子機器において、小型化や軽量化及
び高機能化が進む中、固定筐体に対し可動筐体が開閉可能に装着された、所謂、折畳み式
のものが増えており、これらに用いられる開閉装置にも開閉操作の行い易いものが求めら
れている。
【０００３】
このような従来の開閉装置について、図４～図６を用いて説明する。
【０００４】
図５は従来の開閉装置の分解斜視図であり、同図において、１は中央に中空部が設けられ
た略円筒状の固定体で、この右側面外周には突出部２Ａ、及びこの突出部２Ａから左右へ
延出する二つの傾斜部２Ｂ、２Ｃから形成された固定カム２が設けられている。
【０００５】
そして、３は同じく略円筒状の可動体、５は略円盤状の固定カバーで、固定体１に対し開
閉方向へ回転可能に配置された可動体３は、固定カバー５との間にやや撓んだ状態で装着
されたコイル状の可動ばね６に付勢され、左側面外周に設けられ突出部４Ａを有する可動
カム４を固定体１の傾斜部２Ｃへ弾接させている。
【０００６】
また、７は略円柱状の固定軸で、この固定軸７の左端部に固定体１が固着されると共に、
右端部は可動体３の中空部や可動ばね６を挿通して、固定カバー５に固着されている。
【０００７】
さらに、８は軸線方向へ移動可能に配置された解除体、１０は押釦で、解除体８が固定体
１の中空部を挿通すると共に、この右側面には解除カム９が設けられている。
【０００８】
また、１１は略円筒状の可動ケースで、この可動ケース１１の左端部から押釦１０が突出
すると共に、固定軸７や固定体１は回転可能に、解除体８や可動体３は軸線方向へ移動可
能に、略同一軸線上に可動ケース１１内に各々収納され、可動ケース１１右端部へ固定カ
バー５が回転可能に装着されて開閉装置１５が構成されている。
【０００９】
そして、このように構成された開閉装置１５は、例えば、図４の携帯電話の斜視図に示す
ように、固定カバー５が、上面に複数のキーからなる操作部１６Ａやマイクロフォン等の
音声入力部１６Ｂが形成された固定筐体１６へ、可動ケース１１が、表面にＬＣＤ等の表
示部１７Ａやスピーカ等の音声出力部１７Ｂが形成された可動筐体１７へ各々固着され、
開閉装置１５によって固定筐体１６に対して可動筐体１７が開閉可能に軸支されて電子機
器が構成される。
【００１０】
以上の構成において、図６（ａ）の要部断面図に示すように、可動カム４の突出部４Ａが
固定カム２の右側の傾斜部２Ｃへ弾接した状態では、可動体３が可動ばね６によって右方
向の閉方向へ付勢されているため、可動ケース１１が固着された可動筐体１７は、固定筐
体１６に対して閉じた状態で保持されている。
【００１１】
そして、この閉状態から、可動筐体１７を手で左方向へ開くと、可動筐体１７に固着され
た可動ケース１１を介して可動体３が左方向へ回転し、可動カム４の突出部４Ａが固定カ
ム２の突出部２Ａを超えて左側の傾斜部２Ｂへ弾接し、可動体３が左方向の開方向へ付勢
されるため、可動筐体１７が開いた状態となる。
【００１２】
また、可動筐体１７が閉じた状態で、左端部から突出した押釦１０を押圧操作すると、図
６（ｂ）に示すように、押釦１０に押圧された解除体８が上方向の可動カム４の方へ移動
し、解除カム９が可動ばね６に付勢された可動カム４の突出部４Ａを押圧して、可動ばね
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６をさらに撓ませながら可動カム４を上方向へ移動させ、突出部４Ａが解除カム９の左側
の傾斜部９Ｂへ弾接して、可動体３は左方向の開方向へ付勢され回転する。
【００１３】
そして、図６（ｃ）に示すように、可動カム４の突出部４Ａが解除カム９の傾斜部９Ｂか
ら固定カム２の傾斜部２Ｂへ弾接し、可動体３はさらに左方向の開方向へ付勢され左方向
へ回転して、図６（ｄ）に示すように、可動筐体１７が開いた状態となる。
【００１４】
つまり、可動筐体１７を閉状態から開くには、手で可動筐体１７を開くことに加え、押釦
１０を押圧操作することによって、ワンタッチで開くことも可能なように構成されている
。
【００１５】
また、開状態から閉状態へ可動筐体１７を閉じる場合には、上記とは逆に手で可動筐体１
７を右方向の閉方向へ回転操作し、可動体３を右方向へ回転させ、可動カム４の突出部４
Ａを固定カム２の傾斜部２Ｃへ弾接させて、可動筐体１７の開閉を行うように構成されて
いるものであった。
【００１６】
なお、この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、例えば、特許文献１が知ら
れている。
【００１７】
【特許文献１】
特開２００２－８９５４２号公報
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記従来の開閉装置においては、押釦１０の押圧操作によって可動筐体１７
をワンタッチで開く場合、解除カム９によって可動ばね６を撓ませながら可動カム４を上
方向へ移動させているが、この可動ばね６によって閉状態では可動カム４を閉方向へ、開
状態では開方向へ付勢して各々の方向への力を得ているため、可動ばね６の荷重を小さく
すると、開閉状態を保持しづらくなることから、押圧操作を行い易くするための軽操作力
化を図ることが困難であるという課題があった。
【００１９】
本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、押圧操作の軽操作力化が図れ、
開閉状態の保持も確実な開閉装置を提供することを目的とする。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明は、以下の構成を有するものである。
【００２１】
本発明の請求項１に記載の発明は、可動ばねに付勢された可動体に加え、反転ばねに付勢
された反転体を設け、この可動カムと反転カムを固定カムの所定位置に弾接させて、固定
体に対して可動体を開状態では開方向へ、閉状態では閉方向へ付勢させると共に、可動体
が閉状態において、解除体の軸線方向への移動によって解除カムが反転カムを押圧し、可
動体を閉方向から開方向に付勢させるようにして開閉装置を構成したものであり、可動カ
ムと反転カムを固定カムに弾接させているため、これらを付勢する可動ばねと反転ばねの
各々の荷重が小さくても、開状態及び閉状態を確実に保持できると共に、ワンタッチで開
く場合に解除カムが押圧するのは反転カムのみであるため、押圧操作の軽操作力化を容易
に図ることが可能な開閉装置を得ることができるという作用を有する。
【００２２】
請求項２に記載の発明は、請求項１記載の発明において、固定体に複数の固定カムを設け
、閉状態において、傾斜の緩やかな固定カムに可動カムを、傾斜の急な固定カムに反転カ
ムを弾接させたものであり、可動カムと反転カムを傾斜の異なる複数の固定カムに弾接さ
せることによって、各々のカムの弾接力のバランスをとり、閉状態の保持を確実に行うこ
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とができるという作用を有する。
【００２３】
請求項３に記載の発明は、請求項１記載の発明において、閉状態から開状態への移行時に
、反転体を可動体に当接させたものであり、反転体で可動体を押圧することによって、開
方向への付勢力を高め、開状態の保持をより確実なものとすることができるという作用を
有する。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図１～図４を用いて説明する。
【００２５】
（実施の形態）
図１は本発明の一実施の形態による開閉装置の要部断面斜視図、図２は同分解斜視図、図
３は同要部断面図であり、同図において、２１は中央に中空部が設けられた略円筒状で金
属製の固定体で、この右側面外周には、傾斜の急な傾斜部２２Ａを有する固定カム２２と
、傾斜の緩やかな傾斜部２３Ａを有する固定カム２３の、二つの固定カムが設けられてい
る。
【００２６】
そして、２４は同じく略円筒状で金属製の可動体、２６は略円盤状で金属または絶縁樹脂
製の固定カバーで、可動体２４が固定体２１に対し開閉方向へ回転可能に配置されると共
に、可動体２４は固定カバー２６との間にやや撓んだ状態で装着されたコイル状で金属線
材の可動ばね２７に付勢され、左側面外周に設けられた可動カム２５の突出部２５Ａが、
固定カム２３の左側の傾斜の緩やかな傾斜部２３Ａへ弾接している。
【００２７】
また、２８は金属製の反転体で、可動体２４と同様に固定体２１に対し開閉方向へ回転可
能に配置されると共に、可動体２４に対しては所定角度回転可能に配置され、固定カバー
２６との間にやや撓んだ状態で装着されたコイル状で金属線材の反転ばね３０に付勢され
て、左側面外周に設けられた反転カム２９の突出部２９Ａが、固定カム２２の右側の傾斜
の急な傾斜部２２Ａへ弾接している。
【００２８】
さらに、反転体２８外周には突起部２８Ａが設けられると共に、可動体２４内周にはこの
突起部２８Ａが挿通する切込部２４Ａが設けられ、突起部２８Ａが切込部２４Ａの一端に
当接している。
【００２９】
なお、反転ばね３０の外形は可動ばね２７よりもやや小さく形成され、可動ばね２７内に
収納されて、可動体２４に収納された反転体２８と固定カバー２６に弾接している。
【００３０】
そして、３１は略円柱状の固定軸で、この固定軸３１の左端部には固定体２１が固着され
ると共に、右端部は可動体２４の中空部や可動ばね２７、反転ばね３０を挿通して、固定
カバー２６に固着されている。
【００３１】
また、３２は軸線方向へ移動可能に配置された解除体、３４は押釦で、解除体３２が固定
体２１の中空部を挿通すると共に、この右側面外周には解除カム３３が設けられている。
【００３２】
さらに、３５は略円筒状で金属または絶縁樹脂製の可動ケースで、この可動ケース３５の
左端部から押釦３４が突出すると共に、固定軸３１や固定体２１は回転可能に、解除体３
２や可動体２４、反転体２８は軸線方向へ移動可能に、略同一軸線上に可動ケース３５内
に各々収納・装着され、可動ケース３５右端部へ固定カバー２６が回転可能に装着されて
開閉装置４０が構成されている。
【００３３】
そして、このように構成された開閉装置４０は、例えば、図４の携帯電話の斜視図に示す
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ように、固定カバー２６が、上面に複数のキーからなる操作部１６Ａやマイクロフォン等
の音声入力部１６Ｂが形成された固定筐体１６へ、可動ケース３５が、表面にＬＣＤ等の
表示部１７Ａやスピーカ等の音声出力部１７Ｂが形成された可動筐体１７へ各々固着され
、開閉装置４０によって固定筐体１６に対して可動筐体１７が開閉可能に軸支されて電子
機器が構成される。
【００３４】
次に、上記構成の開閉装置及びこれを用いた電子機器の開閉動作について、図３の要部断
面図を用いて説明する。
【００３５】
なお、固定カム２２や２３、可動カム２５、反転カム２９、解除カム３３等は実際には略
円柱または円筒体の外周に立体状に設けられているが、各構成部品の動作がわかり易いよ
うに、図３では平面状に展開して表わしている。
【００３６】
先ず、可動筐体１７の表面が固定筐体１６の上面に接した閉状態では、開閉装置４０は図
３（ａ）に示すように、可動ばね２７に付勢された可動体２４に設けられた可動カム２５
の突出部２５Ａが、固定カム２３の左側の傾斜の緩やかな傾斜部２３Ａへ弾接すると共に
、反転ばね３０に付勢された反転体２８の反転カム２９の突出部２９Ａが、固定カム２２
の右側の傾斜の急な傾斜部２２Ａへ弾接している。
【００３７】
この時、可動体２４は左方向の開方向へ、反転体２８は右方向の閉方向へと各々異なる方
向へ付勢されているが、可動カム２５が弾接した固定カム２３の傾斜部２３Ａは傾斜が緩
やかであるのに対し、反転カム２９が弾接した固定カム２２の傾斜部２２Ａは急であり、
また、反転体２８外周の突起部２８Ａが可動体２４内周の切込部２４Ａの一端に当接して
、可動体２４と反転体２８が互いに離れる方向へ移動することを防いでいるため、可動ケ
ース３５が固着された可動筐体１７は、固定筐体１６に対して閉じた状態で保持されてい
る。
【００３８】
そして、この閉状態から、可動筐体１７を手で左方向へ開くと、可動筐体１７に固着され
た可動ケース３５を介して可動体２４が左方向へ回転すると共に、切込部２４Ａの一端に
当接した突起部２８Ａを介して、反転体２８も左方向へ回転する。
【００３９】
これによって、固定カム２３の傾斜部２３Ａへ弾接した可動カム２５の突出部２５Ａが左
側へ移動すると共に、反転カム２９の突出部２９Ａも固定カム２２の突出部２２Ｂを超え
て左側へ移動し、可動体２４も反転体２８も左方向の開方向へ付勢されるため、可動筐体
１７が開いた状態となる。
【００４０】
なお、この時、図３（ｄ）に示すように、可動カム２５の突出部２５Ａと反転カム２９の
突出部２９Ａの両方が、各々固定カム２３と２２に弾接して、開方向への付勢が行われて
いるため、これらを付勢する可動ばね２７と反転ばね３０の各々の荷重が小さくても、開
状態が確実に保持されるように構成されている。
【００４１】
さらに、この開状態から閉状態へ可動筐体１７を閉じる場合には、上記とは逆に手で可動
筐体１７を右方向の閉方向へ回転操作し、可動体２４と反転体２８を右方向へ回転させ、
可動カム２５を固定カム２３の傾斜部２３Ａへ、反転カム２９を固定カム２２の傾斜部２
２Ａへ各々弾接させて、可動筐体１７の開閉が行われる。
【００４２】
次に、以上のように可動筐体１７を手で開閉する場合に対し、可動筐体１７が閉じた状態
から押釦３４を押圧操作して、ワンタッチで可動筐体１７を開く場合の動作について説明
する。
【００４３】
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先ず、図３（ａ）の可動筐体１７が閉じた状態から、左端部の押釦３４を押圧操作すると
、図３（ｂ）に示すように、押釦３４に押圧された解除体３２が上方向の反転体２８の方
へ移動し、解除カム３３が反転ばね３０に付勢された反転カム２９の突出部２９Ａを押圧
して、反転ばね３０をさらに撓ませながら反転体２８を上方向へ移動させる。
【００４４】
なお、この時、上述したように、可動ばね２７と反転ばね３０の荷重が小さくても、開閉
状態が確実に保持されるように構成されているため、反転ばね３０の荷重を小さくしてお
くことによって、軽い操作力で反転体２８を押圧することができる。
【００４５】
そして、上方向へ移動した反転カム２９の突出部２９Ａが解除カム３３の左側の傾斜部３
３Ａへ弾接して、反転体２８が左方向の開方向へ付勢されて回転し、さらに、図３（ｃ）
に示すように、反転カム２９の突出部２９Ａが解除カム３３の傾斜部３３Ａから、固定カ
ム２２の突出部２２Ｂを超えて左側へ移動する。
【００４６】
また、同時に、可動体２４も左方向へ回転し、可動カム２５の突出部２５Ａが、固定カム
２３の傾斜部２３Ａへ弾接して、図３（ｄ）に示すように、可動体２４も反転体２８も左
方向の開方向へ付勢されるため、可動筐体１７が開いた状態となる。
【００４７】
なお、この閉状態から開状態への移行時、図３（ｂ）及び（ｃ）に示すように、可動体２
４と反転体２８の回転に伴って、可動体２４内周の切込部２４Ａの一端に当接していた反
転体２８外周の突起部２８Ａが、切込部２４Ａの他端に当接して反転体２８が可動体２４
を押圧するため、開方向への付勢力が高まり、開状態の保持がより確実なものとなる。
【００４８】
このように本実施の形態によれば、可動ばね２７に付勢された可動体２４に加え、反転ば
ね３０に付勢された反転体２８を設け、この可動カム２５と反転カム２９を固定カム２３
と２２の所定位置に弾接させて、開閉状態の保持を行っているため、可動ばね２７と反転
ばね３０の各々の荷重が小さくても、開閉状態を確実に保持できると共に、ワンタッチで
開く場合に解除カム３３が押圧するのは反転カム２９のみであるため、押圧操作の軽操作
力化を容易に図ることが可能な開閉装置を得ることができるものである。
【００４９】
また、固定体２１に複数の固定カム２２と２３を設け、閉状態において、傾斜の緩やかな
固定カム２３の傾斜部２３Ａに可動カム２５を、傾斜の急な固定カム２２の傾斜部２２Ａ
に反転カム２９を弾接させることによって、二つのカムの弾接力のバランスがとられ、閉
状態の保持を確実に行うことができる。
【００５０】
さらに、閉状態から開状態への移行時に、可動体２４内周の切込部２４Ａと反転体２８外
周の突起部２８Ａを用いて、反転体２８を可動体２４に当接させることによって、開方向
への付勢力を高め、開状態の保持をより確実なものとすることができる。
【００５１】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、押圧操作の軽操作力化が図れ、開閉状態の保持も確実な開
閉装置を得ることができるという有利な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態による開閉装置の要部断面斜視図
【図２】同分解斜視図
【図３】同動作時の要部断面図
【図４】電子機器の斜視図
【図５】従来の開閉装置の分解斜視図
【図６】同要部断面図
【符号の説明】
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１６　固定筐体
１６Ａ　操作部
１６Ｂ　音声入力部
１７　可動筐体
１７Ａ　表示部
１７Ｂ　音声出力部
２１　固定体
２２，２３　固定カム
２２Ａ，２３Ａ　傾斜部
２４　可動体
２４Ａ　切込部
２５　可動カム
２５Ａ　突出部
２６　固定カバー
２７　可動ばね
２８　反転体
２８Ａ　突起部
２９　反転カム
２９Ａ　突出部
３０　反転ばね
３１　固定軸
３２　解除体
３３　解除カム
３３Ａ　傾斜部
３４　押釦
３５　可動ケース
４０　開閉装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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